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2020年10月1日 (木)
国立環境研究所地球環境研究センター
設立30周年記念オンラインイベント

プログラム：
■14:30-16:30
　　第一部 地球観測座談会
　　100年視野の地球環境モニタリングの足跡と展望
■17:30-19:30
　　第二部 世代横断パネルディスカッション
　　脱炭素社会に向けた世代間大討論
　　（これからの30年をどうする）

参加方法：
　下記URLより登録が必要です。参加費は無料です。
　https://bit.ly/31VgRvg

お問い合わせ：
　cger30th@nies.go.jp
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　プログラムの第一部では、地球温暖化の原因である
温室効果ガス濃度の状況を第一線の研究者がわかりや
すく解説します。 第二部では、今後３０年どんな方法
で脱炭素社会を構築していくのか、大学生等若い世代
も交えたパネリストが徹底討論します。
　オンラインでご参加の皆様からも、リアルタイムで
コメント、質問を受け付け、幅広い議論を展開します。
是非ご参加ください。
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14:30-16:30
第一部 地球観測座談会
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向井人史（むかい ひとし）
国立環境研究所 
気候変動適応センター センター長／前地球環境研究センター長

白井 知子（しらい ともこ）
国立環境研究所 
地球環境研究センター 地球環境データ統合解析推進室 室長

町田敏暢（まちだ としのぶ）
国立環境研究所 
地球環境研究センター 大気・海洋モニタリング推進室 室長

笹川 基樹（ささかわ もとき）
国立環境研究所 
地球環境研究センター 大気・海洋モニタリング推進室 主任研究員

高橋 善幸（たかはし よしゆき）
国立環境研究所 
地球環境研究センター 陸域モニタリング推進室 主任研究員

中岡 慎一郎（なかおか しんいちろう）
国立環境研究所 
地球環境研究センター 大気・海洋モニタリング推進室 主任研究員
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17:30-19:30
第二部 世代横断パネルディスカッション
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■ゲストパネリスト(五十音順)
堅達京子（げんだつ きょうこ）
NHKエンタープライズ  エグゼクティブ・プロデューサー
1988年 NHK入局 報道番組ディレクターとしてドキュメン
   タリーを制作
2006年～プロデューサーとして気候変動問題を伝える
   番組を多数制作、 NHK環境キャンペーン責任者
2017年より現職
   NHKスペシャル「激変する世界ビジネス 脱炭素革命の
   衝撃」放送、 日本環境ジャーナリストの会副会長

髙橋大輝（たかはし ともき）
東京大学教養学部2年。
幼い頃から環境保全に興味を持つ。
気候変動の被害に危機感を感じ、ボランティアや団体で
の活動を始める。地球環境を考える獣医を目指す。
Fridays For Future Tokyoオーガナイザー。

西岡秀三（にしおか しゅうぞう）
地球環境戦略研究機関 参与／元国立環境研究所理事
1979年国立公害研究所（現国立環境研究所）勤務。
専門は環境システム学、環境政策学、地球環境学。
主に温暖化の科学・影響評価・対応政策研究に従事。

宮﨑紗矢香（みやざき さやか）
立教大学社会学部を本年3月卒業。
大学時代に「子ども食堂」に出会いSDGsを知り、SDGs国
際ランキング1位（2016~18年）のスウェーデン視察ツア
ーに参加。その後、就職活動で日本のSDGsウォッシュに苛
まれていたとき、グレタ・トゥーンベリさんを知り、Fridays
For Future Tokyoの一員になる。
共著書に、『グレタさんの訴えと水害列島日本』がある。
現在は、株式会社大川印刷に勤務。

■ホストパネリスト
三枝 信子（さいぐさ のぶこ）
国立環境研究所 地球環境研究センター センター長

江守正多（えもり せいた）
国立環境研究所 地球環境研究センター 副センター長


	flyer
	flyer_20201001
	プログラム
	フライヤー




